
（要旨）
東日本大震災が発災した 2011 年に、わが国で初めて米国人講師による初期研修が実

施されたトラウマフォーカスト認知行動療法（Trauma-Focused Cognitive Behavioral 
Therapy, TF-CBT）は、子どものトラウマ関連障害への第一選択治療として、すでに四
半世紀以上の歴史を持つプログラムである。わが国においても、災害後に TF-CBT を提
供できる人材を育成するために、第 1 報では、米国での人材育成方式をレビューし、わ
が国で取り組んできたイントロダクトリー・トレーニングの在り方や、米国方式に準
拠した、ケース進行中のウェブコンサルテーションとその結果について報告した。第 2
報では、子どもの PTSD 診断面接のゴールドスタンダードといわれている、PTSD 臨
床診断面接尺度（DSM-5 対応）児童青年期版の信頼性と妥当性を検証し、その結果を、
European Journal of Psychotraumatology 誌に発表した。

第 3 報では、TF-CBT の人材育成としては、わが国独自の方法となる、ケース進行中
のセッションごとのコンサルテーション（個別コンサルテーション）に取り組みその効
果を検証した。その結果、8 機関の協力が得られ、3 年間に、精神科医 4 名、臨床心理士
など 17 名に対して、合計 25 例の個別コンサルテーションを提供した。そのうち、TF-
CBT 完了例 21 例の内、16 例から研究同意が得られた。報告書作成時点でデータ提供を
受けた 12 例を解析したところ、コンサルテーション受講者が実施した TF-CBT によっ
て、子どものPTSDが有意に改善し、社会生活能力が有意に向上していることが示された。
また、受講者へのアンケート調査でも、コンサルテーションが役に立ったという意見が
多数寄せられた。今後、個別コンサルテーションが、災害後の人材育成の一つの手段と
して、有用であることが示された。
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